
今年も元気に過ごせますように☆彡 

ほけんだより        

2026年 １月  りすのき保育園 No.12 

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。これから

が冬本番。１年の中で最も寒い時期といわれる大寒を迎えます。寒さに負けない体をつくりましょう。 

今月の予定 

0 歳児健診      未定（後日クラス前掲示板にてお知らせ）   

くるみの部屋・後期乳幼児健診未受診の園児 大池先生による診察です 

身体測定        21 日（水） 幼児（どんぐり） 午後から 

22日（木） 乳児 （くるみ・なつめ・まつぼっくり） 午後から 

✦健康カードは月末までに結果をお渡しします 

 
 
 

＜冬の過ごし方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胃腸炎（おなかの風邪）のはなし 
 

風邪の症状には、鼻水や喉の痛みといった症状がありますが、風邪のウイルスは、おなかにも影響

を与えることがあります。ウイルスが腸に感染すると、腹痛や下痢、嘔吐などを引き起します。この

ような症状は、いわゆる「おなかの風邪」と呼ばれ、風邪の一部（ウイルス性胃腸炎）として捉え

られます。この時期の胃腸炎は、感染性の高いものが発症し拡がりやすいです。かといって、下痢を

無理に止めようとすると回復が遅くなることもあります。医師の指示に従った治療をし、登園時期は

医師と相談の上、決めましょう。※感染性胃腸炎は、登園届（保護者記入）が必要になります。 

◆感染性胃腸炎の感染経路は、 

① 感染者のふん便や嘔吐物から人の手を介する経路  

② 家族内など人同士が接触する機会が多いところで、人から人へ感染する経路 

③ 汚染された食品や水を摂取する経路 

などがあり、感染力は非常に強いとされています。アルコール消毒薬が効かないウイルスもあるた

め、感染対策上も注意が必要です。24 時間以内に 2 回以上の嘔吐または下痢の症状がみられた際に

は医療機関を受診するようにしましょう。登園の目安は「嘔吐、下痢の症状が治まり、普段通りの

食事がとれていること（こども家庭庁資料より）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

脱水のサイン：泣いても涙が出ない、おしっこの量が少ない など 

➡お茶やお水ではなく、経口補水液を飲みましょう 

もし症状が出たときには、早い段階で適切なケアを行うことが回復を早め、症状の悪化

を防ぐことにつながります。こまめな水分補給と、体調に合わせた食事をとりましょう。

また、お尻がただれやすくなるので清潔にしましょう。 

 


